
■
壬
申
の
乱
（
飛
鳥
時
代
）、
そ
の
と
き
何
が
あ
っ
た
？
　
吉
野
で
は
？

　

天
智
天
皇
の
時
代
、
次
期
天
皇
の
候
補
が
二
人
い
ま
し
た
。
一
人
は
、
天
智
天
皇
の
弟
で
皇
太
子

だ
っ
た
大
海
人
皇
子
。
も
う
一
人
は
、
天
智
天
皇
の
子
ど
も
で
太だ
じ
ょ
う
だ
い
じ
ん

政
大
臣
で
だ
っ
た
大
友
皇
子
で
す
。

６
７
１
年
、
病
床
に
ふ
せ
る
天
智
天
皇
は
、
大
海
人
皇
子
を
よ
び
よ
せ
、「
後
の
こ
と
を
頼
む
」
と
伝

え
ま
す
。
し
か
し
、
事
前
に
「
注
意
し
て
お
返
事
し
て
く
だ
さ
い
」
と
忠
告
を
受
け
て
い
た
大
海
人

皇
子
は
、「
後
の
こ
と
は
大
友
皇
子
に
任
せ
る
べ
き
だ
」
と
辞
退
し
、
自
ら
は
出
家
し
て
吉
野
に
入
り
、

天
皇
の
回
復
を
祈
り
た
い
と
願
い
出
た
の
で
し
た
。

　

間
も
な
く
し
て
、
天
智
天
皇
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
吉
野
で
過
ご
す
大

海
人
皇
子
の
耳
に
、「
大
友
皇
子
が
吉
野
を
攻
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」、
と
の
報
告
が
入

り
ま
す
。
事
実
を
確
認
し
、
ど
う
や
ら
本
当
ら
し
い
と
判
断
し
た
大
海
人
皇
子
は
、
吉
野
を
の
が
れ
て

一
路
、
不
破
（
関
ケ
原
）
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
東
国
（
東
海
地
方
以
東
）
の
人
び
と
を
味
方
に

つ
け
、
大
友
皇
子
の
い
る
近
江
宮
へ
と
攻
め
込
ん
だ
の
で
し
た
。

　

戦
い
に
勝
っ
た
大
海
人
皇
子
は
、
即
位
し
て
天
武
天
皇
と
な
り
ま
す
。
都
を
藤
原
京
に
遷
し
、
様
々

な
制
度
を
整
え
る
な
ど
し
て
、
国
の
運
営
に
ま
い
進
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
吉
野
で
は
、
大
海
人
皇
子
が
吉
野
に
い
た
頃
、
大
友
皇
子
が
ミ
ル
メ
と
カ
グ
ハ
ナ
と
い
う

お
供
を
伴
い
追
っ
て
き
て
い
た
、
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
海
人
皇
子
が
過
ご
し
た
吉
野

宮
は
、
な
が
く
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
各
地
に
伝
説
が
残
り
ま
す
。

■
壬
申
の
乱
の
経
過
と
吉
野
宮
の
で
き
ご
と
（
年
表
）

年

月

内　

容

６
４
５
６

乙
巳
の
変
が
起
こ
る
。
蘇
我
入
鹿
ら
が
殺
さ
れ
る
。

９

身
の
危
険
を
感
じ
た
古
人
大
兄
皇
子
、
吉
野
に
入
る
（
比
曽
寺
か
）。
し
か
し
、
謀
反
の
疑

い
が
か
け
ら
れ
、
中
大
兄
皇
子
に
よ
り
兵
が
出
さ
れ
、
殺
害
さ
れ
る
。

６
５
６

斉
明
天
皇
、
吉
野
宮
を
つ
く
る
。

６
５
９
３

斉
明
天
皇
、
吉
野
宮
へ
行
幸
。

６
６
８

中
大
兄
皇
子
、
即
位
し
て
天
智
天
皇
と
な
る
。

６
７
１

10

病
床
の
天
智
天
皇
、
大
海
人
皇
子
を
よ
び
、「
後
の
こ
と
を
任
せ
る
」
と
告
げ
る
。
し
か
し
、

危
険
を
感
じ
た
大
海
人
皇
子
は
辞
退
し
、
天
皇
の
息
子
の
大
友
皇
子
に
任
せ
る
よ
う
返
事

す
る
。
そ
の
後
、
大
海
人
皇
子
は
出
家
し
て
吉
野
宮
に
入
る
。

11

蘇
我
赤
兄
な
ど
５
人
の
大
臣
、
大
友
皇
子
の
前
で
結
束
を
誓
う
。

12

天
智
天
皇
、
崩
御
。

６
７
２
５

大
海
人
皇
子
、
朴
井
連
雄
君
よ
り
、
近
江
京
で
不
穏
な
動
き
が
あ
る
と
報
告
を
う
け
る
。

６

大
海
人
皇
子
、吉
野
宮
を
出
発
し
て
不
破
（
関
ケ
原
）
を
目
指
す
。
壬
申
の
乱
が
は
じ
ま
る
。

７

大
友
皇
子
、
自
害
す
る
。
壬
申
の
乱
が
大
海
人
皇
子
の
勝
利
で
幕
を
閉
じ
る
。

６
７
３
８

大
海
人
皇
子
、
即
位
し
て
天
武
天
皇
と
な
る
。

６
７
９
５

天
武
天
皇
、
吉
野
宮
へ
行
幸
。
皇
后
と
６
人
の
皇
子
を
集
め
て
、
結
束
を
誓
わ
せ
る
。

６
８
６
10

天
武
天
皇
、
崩
御
。

６
９
０

１

天
武
天
皇
の
皇
后 

鸕
野
讚
良
が
即
位
し
て
、
持
統
天
皇
と
な
る
。

持
統
天
皇
、
吉
野
宮
へ
行
幸
。
以
降
、
６
９
７
年
ま
で
た
び
た
び
行
幸
が
行
わ
れ
る
。

７
０
１
２

文
武
天
皇
、
吉
野
宮
へ
行
幸
。

６

持
統
太
上
天
皇
、
吉
野
宮
へ
行
幸
。

７
０
２
７

文
武
天
皇
、
吉
野
宮
へ
行
幸
。

７
２
３
５

元
正
天
皇
、
吉
野
宮
へ
行
幸
。

７
２
４
３

聖
武
天
皇
、
吉
野
宮
へ
行
幸
。

７
３
６
６

聖
武
天
皇
、
吉
野
宮
へ
行
幸
。
以
降
、
吉
野
宮
行
幸
は
行
わ
れ
な
く
な
る
。

■
古
代
（
飛
鳥
～
奈
良
時
代
）
の
主
な
人
物

大
海
人
皇
子
：
天
智
天
皇
の
弟
。
壬
申
の
乱
で
勝
利
し
、
即
位
し
て
天
武
天
皇
と
な
る
。

大
友
皇
子　

：
天
智
天
皇
の
息
子
。
壬
申
の
乱
で
命
を
落
と
し
た
。

天
智
天
皇　

：
乙
巳
の
変
に
関
与
し
た
中
大
兄
皇
子
の
、
即
位
後
の
名
前
。

大お
お
と
も
の
た
び
と

伴
旅
人　

：
令
和
ゆ
か
り
の
梅
花
の
歌
の
序
で
有
名
。
公
卿
。
歌
人
。

【
そ
の
他
】

聖
徳
太
子　

：
十
七
条
憲
法
や
官
位
十
二
階
の
制
定
で
著
名
。
厩う
ま
や
ど戸
皇
子
。。

久く

め米
仙
人　

：
吉
野
で
修
行
し
た
仙
人
。
の
ち
に
ワ
ケ
あ
っ
て
還
俗
し
た
。

吉 

野 

町 

内 

の 

古 

代 

ゆ 

か 

り 
の 
場 
所

（場所はおおよそです。詳しい場所が分からないものもあります）



　吉野町内にのこる

　 古代ゆかりの場所

    伝説がのこる場所

【
吉
野
山
地
区
】

青あ
お
ね
が
み
ね

根
ヶ
峯　
　
『
万
葉
集
』
巻
７
・1120

の
歌
「
み

芳
野
の
青
根
が
峯
の
こ
け
む
し
ろ
…
」
に
あ
る
「
青
根

が
峯
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
山
は
分ぶ

ん
す
い
れ
い

水
嶺
に
も
な
っ

て
い
て
、
文
武
天
皇
が
馬
を
献
上
し
て
雨
を
祈
っ
た
場

所
も
、
こ
の
青
根
ヶ
峯
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
青
根
ヶ
峯
が
、
吉
野
川
筋
で
唯
一
見
え
る
宮
滝
だ

か
ら
、
吉
野
宮
が
造
営
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

金き
ん
ぷ
じ
ん
じ
ゃ

峰
神
社　
　

聖
徳
太
子
が

黒
馬
に
乗
っ
て
こ
の
神
社
を
訪

れ
、
拝
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
そ

の
時
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
語
っ

た
と
い
ま
す
。「
こ
の
神
社
の
神

が
、
こ
の
山
へ
天
下
ら
れ
た
の

は
、
弥
勒
菩
薩
を
お
守
り
す
る

た
め
だ
。
欽
明
天
皇
の
時
代
、
イ
ン
ド
の
霊り

ょ
う
じ
ゅ
せ
ん

鷲
山
に
あ

る
金こ

ん
ご
う
く
つ

剛
窟
の
北
東
の
角
が
破
裂
し
、
海
を
越
え
て
、
吉

野
山
に
た
ど
り
つ
い
た
。
そ
の
土
は
み
な
黄
金
で
あ
っ

た
。
こ
の
黄
金
は
、弥
勒
菩
薩
が
仏
教
を
た
て
な
お
す
時
、

こ
の
人
間
が
住
む
世
界
に
敷
き
つ
め
る
た
め
の
も
の
だ
。

そ
の
時
ま
で
こ
の
金
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
場
所
へ
降

り
立
た
れ
た
の
で
、
金
精

し
ょ
う

大
明
神
と
な
ら
れ
た
の
だ
。」

櫻さ
く
ら
も
と
ぼ
う

本
坊
　
　
吉
野
山
で
は
、
大
海
人
皇
子
が
過
ご
し
た

吉
野
宮
は
吉
野
山
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

大
海
人
皇
子
が
吉
野
山
の
日ひ

の
お雄

殿
で
過
ご
さ
れ
て
い

た
冬
の
あ
る
日
、
皇
子
は
桜
が
咲
く
夢
を
見
ま
し
た
。

翌
朝
、
向
か
い
の
山
を
ご
覧
に
な
る
と
、
本
当
に
一
本

の
桜
が
咲
い
て
い
ま
す
。
不
思
議
に
思
っ
た
皇
子
が
、

角か
く
じ
ょ
う

乗
（
役
行
者
の
弟
子
）
に
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
桜
は

花
の
王
な
の
で
、
皇
子
が
天
下
に
出
る
兆き

ざ

し
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
皇
子
が
ご
覧
に
な
っ
た
桜
の
場

所
に
一
寺
を
創
建
し
た
の
が
、
櫻
本
坊
の
始
ま
り
と
伝

わ
り
ま
す
。
今
も
、
櫻
本
坊
で
は
天
武
天
皇
の
ご
神
像

が
ま
つ
ら
れ
、
春
に
は
天
武
天
皇
の
例
大
祭
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
創
建
当
初
の
櫻
本
坊
は
吉
水

神
社
と
勝
手
神
社
の
間
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

袖そ
で
ふ
り
や
ま

振
山　
　

天
武
天
皇
が
勝
手
神
社
の
前
で
琴
を
弾
く

と
、
天
女
が
天
下
り
、
羽
衣
の
袖
を
５
回
翻
し
た
た
め
、

袖
振
山
の
名
前
が
つ
い
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

今
、
宮
中
の
五
節
の
舞
の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

高た
か
ぎ
や
ま

城
山　
　
『
万
葉
集
』
巻
３
・353

の
歌
に
あ
る
高

城
の
山
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹ち
く
り
ん
い
ん

林
院　
　

聖
徳
太
子
の
創
建
と
伝
わ
り
ま
す
。
創
建

時
は
椿
山
寺
と
い
う
お
寺
で
し
た
。

稚ち
ご
の
ま
つ

児
の
松　
　

聖
徳
太
子
が
化け

し
ょ
う生

の
岩
屋
と
い
う
場
所

を
通
る
と
、
鬼
子
に
憑と

り
つ
か
れ
て
苦
し
む
女
性
が
い

ま
し
た
。
太
子
が
見
る
と
、
鬼
児
は
す
る
ど
い
牙
で
女

性
の
胸
に
か
み
つ
い
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
太

子
が
呪
文
を
唱
え
る
と
鬼
児
が
お
ち
、
今
、
稚
児
の
松

と
よ
ば
れ
る
松
の
根
元
に
捨
て
さ
せ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

人ひ
と
ま
る
づ
か

丸
塚　
　

柿
本
人
麻
呂
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
と
し

て
、古
く
か
ら
信
じ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
詳
細
は
不
明
。

日ひ
の
お雄　

　

勝
手
神
社
の
前
を
下
市
町
の
方
へ
下
っ
て
い

く
途
中
に
、
日
雄
と
い
う
場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

所
に
か
つ
て
、
日
雄
殿
と
い
う
建
物
が
た
っ
て
い
た
と

い
い
、
大
海
人
皇
子
が
過
ご
さ
れ
た
吉
野

宮
は
こ
の
場
所
だ
っ
た
と
、
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

耳み
み
が
の
み
ね

我
峰　
　
『
万
葉
集
』
巻
１
・
25
に
「
み
吉
野
の
耳

我
の
嶺
に
…
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
歌
の
類

歌
で
あ
る
『
万
葉
集
』
巻
13
・3293

で
は
、「
耳
我
の

嶺
」
が
「
御
金
の
岳
」
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

「
み
み
が
の
み
ね
」
は
「
御
み
か
ね
の
み
ね
」
の
こ
と
で
、

後
に
金
の
御
岳
と
呼
ば
れ
た
吉
野
山
（
ま
た
は
大
峰
山
）

の
こ
と
だ
、
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。（
諸
説
あ
り
）

御み
か
げ
や
ま

影
山　
　

袖
振
山
で
天
女
が
舞
っ
た
後
、
天
女
の
影

が
こ
の
山
に
遷
っ
た
の
で
御
影
山
と
い
っ
た
そ
う
で
す
。

古
記
録
に
よ
れ
ば
、
勝
手
神
社
の
社
の
左
に
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
今
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
削
平
さ
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

御み
ふ
ね
や
ま

船
山　
　

豊
臣
秀
吉
の
頃
、
吉
野
山
か
ら
み
え
る
こ

の
山
が
、『
万
葉
集
』
に
み
る
御
船
山
と
考
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
こ
の
頃
は
宮
滝
で
な
く
、
吉
野
山
が
吉

野
宮
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、

他
に
も
い
く
つ
か
の
候
補
地
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

吉
野
山
の
桜　
　

大
海
人
皇
子
が
吉
野
山
の
日
雄
寺

に
こ
ら
れ
た
と
き
、
桜
に
ま
つ
わ
る
吉
事
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
皇
子
は
桜
を
霊
木
と
し
て
愛
育
し
た
の
で
、

吉
野
山
は
桜
の
名
所
に
な
っ
た
と
も
い
い
ま
す
。

【
水
分
・
上
市
】

六む

だ田　
　
『
万
葉
集
』
巻
７
・1105

の
歌
な
ど
で
詠
ま

れ
る
、「
六む

つ
だ田

の
淀
」
の
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
な
は
り
山　
　
『
万
葉
集
』
巻

２
・203

の
歌
「
…
吉よ

な
ば
り隠
の
猪い

い
が
い養

の
岡
の
…
」
の
吉
隠
が
、
飯
貝
の
こ

の
山
だ
、
と
古
く
は
言
わ
れ
た
よ
う

で
す
。（
諸
説
あ
り
）

【
中
荘
】

秋あ
き
ど
が
わ
ら

戸
河
原　
　

宮
滝
の
西
部
か
ら
対
岸
の
御
園
に
か
け

て
の
河
原
の
名
前
で
す
。『
日
本
書
記
』
で
、
吉
野
宮
は

「
秋
津
」
と
い
う
場
所
に
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
言
葉
が
な
ま
っ
て
「
秋
戸
」
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

石い
わ
く
ら倉　

　

吉
野
町
楢
井
の
県
道
の
北
側
に
み
え
る
、
高

い
岩
で
す
。『
万
葉
集
』巻
７
・1368

の
歌
な
ど
に
み
る
、

「
い
わ
く
ら
」
だ
と
伝
わ
り
ま
す
。（
諸
説
あ
り
）

象き
さ
や
ま山　

　
『
万
葉
集
』
巻
６
・924

の
歌
な
ど
で
詠
ま

れ
る
、「
象
山
」
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

桜さ
く
ら
ぎ木
神
社　
　

大
海
人
皇
子
が
、
こ
の
場
所
に
あ
っ
た

桜
の
木
の
下
に
身
を
潜
め
、
追
手
を
や
り
す
ご
し
た
と

伝
わ
り
ま
す
。
ま
た
、社
前
を
流
れ
る
象
の
小
川
は
、『
万

葉
集
』
の
歌
が
詠
ま
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。　

中な
か
し
ょ
う
荘
の
温
泉　
　

小
笠
原
好
彦
氏
の
説
で
、
持
統
天

皇
が
た
び
た
び
吉
野
宮
を
訪
れ
た
の
は
、
温
泉
が
目
的

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
ま
す
。（
諸
説
あ
り
）

花は
な
か
ご籠
神
社
　　
吉
野
山
の
子
守
明
神
の
関
係
者
が
花

で
籠
を
つ
く
り
、
そ
の
籠
を
大
海
人
皇
子
に
差
し
上
げ

た
と
こ
ろ
、
た
い
そ
う
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
こ

天て
ん
の
う
ぶ
ち

皇
淵　
　

国
栖
の
翁
が
献
上

し
た
ウ
グ
イ
を
、
大
海
人
皇
子
が

片
身
だ
け
食
べ
て
こ
の
淵
に
放
っ

た
と
こ
ろ
、
そ
の
ウ
グ
イ
が
泳
ぎ

だ
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

林り
ん
せ
ん
じ

泉
寺　
　

大
海
人
皇
子
が
、
庚
申
堂
の
あ
る
と
こ
ろ

で
60
日
の
間
、
追
手
か
ら
身
を
潜
め
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

耳み
み
が
の
み
ね

我
峰　
　
『
万
葉
集
』
巻
１
・
25
の
歌
に
あ
る
「
耳

我
の
嶺
」
は
こ
の
山
だ
と
伝
わ
り
ま
す
。（
諸
説
あ
り
）

和
紙
づ
く
り
の
技
術　
　

今
も
国
栖
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
紙
漉
き
は
、
大
海
人
皇
子
か
ら
技
術
を
教
わ
っ

て
始
ま
っ
た
、
と
伝
わ
り
ま
す
。

【
龍
門
】

芋い
も
と
う
げ

ヶ
峠　
　

大
津
宮
を
逃
れ
た
大
海
人
皇
子
が
、
吉
野

入
り
す
る
時
に
越
え
た
峠
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

宇う
じ
ま
や
ま

治
間
山　

 　
『
万
葉
集
』
巻
１
・
75
の
歌
「
宇
治
間

山
朝
風
寒
し
旅
に
し
て
…
」
の
宇
治
間
山
は
、
吉
野
町

千ち
ま
た股
に
あ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。（
場
所
は
不
明
で
す
）

金こ
ん
ぷ
く
じ

福
寺
　　

大
海
人
皇
子
が
大
津
宮
を
逃
れ
て
吉
野
に

入
ら
れ
た
時
、大
友
皇
子
が「
見
る
目
」の
鷹
と「
嗅
ぐ
鼻
」

の
犬
を
お
供
に
追
っ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
寺
の

辺
り
で
大
海
人
皇
子
を
見
失
っ
た
大
友
皇
子
は
、
腹
い

せ
に
鷹
を
殺
し
た
と
、
寺
の
縁
起
で
伝
わ
り
ま
す
。
そ

の
鷹
を
埋
め
た
場
所
は
鷹
塚
と
呼
ば
れ
、
金
福
寺
の
境

内
の
ど
こ
か
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
寺

が
あ
る
「
志
賀
」
の
地
名
は
、
天
武
天
皇
が
、
こ
の
地

の
人
々
の
志
を
賀
し
た
こ
と
が
由
来
だ
と
伝
わ
り
ま
す
。

大だ
い
か
い
じ

海
寺　
　

大
名
持
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
お
寺
で

す
。
大
海
人
皇
子
が
追
手
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
身
を

潜
め
た
場
所
と
伝
わ
り
ま
す
。

津つ

ぶ

ろ
風
呂
川　
　

今
、津
風
呂
湖
と
な
っ
て
い
る
場
所
は
、

津
風
呂
と
い
う
谷
間
の
集
落
で
し
た
。
そ
こ
を
流
れ
る

津
風
呂
川
は
、『
日
本
書
紀
』
で
大
海
人
皇
子
が
通
っ
た

と
記
さ
れ
る
、
津
振
川
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

耳み
み
が
の
み
ね

我
峰　
　
『
万
葉
集
』
巻
１
・
25
の
歌
に
あ
る
「
耳

我
峰
」
は
、
芋
峠
を
越
え
る
時
に
見
え
る
、
細
峠
の
あ

た
り
の
山
だ
、
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。（
諸
説
あ
り
）

龍り
ゅ
う
も
ん
じ

門
寺　
　

吉
野
の
古
代
寺
院
。
龍
門
岳
中
腹
の
龍
門

の
滝
の
上
に
あ
り
、
塔
跡
な
ど
が
残
り
ま
す
。
義
淵
僧

正
の
開
基
で
、
久
米
仙
人
が
修
行
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

龍り
ゅ
う
も
ん
だ
け

門
岳　
　

日
本
最
古
の
漢
詩
集
『
懐か

い
ふ
う
そ
う

風
藻
』
で
、
大

友
皇
子
の
息
子
で
あ
る
葛か

ど
の野

王
が
詩
を
よ
ん
だ
山
で
す
。

【
中
龍
門
】

国く
に
つ
く
り造

神
社　
　

天
武
天
皇
の
行
幸
が
あ
っ
た
と
伝
わ

る
神
社
で
す
。

三み
っ
ち
ゃ
や

茶
屋　
　

壬
申
の
乱
の
経
路
で
あ
る
津
振
川
か
ら
宇

陀
の
吾あ

き城
の
ル
ー
ト
で
必
ず
通
る
地
点
で
す
。

光
林
寺　
　

義
淵
僧
正
の
開
基
で
、
本
尊
薬
師
如
来
は

聖
徳
太
子
の
作
と
伝
わ
り
ま
す
。

と
が
由
来
で
、
花
籠
神
社
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。（
他

の
説
も
あ
り
ま
す
）

三み
ふ
ね
や
ま

船
山　
　
『
万
葉
集
」
巻
３
・242

の
歌
な
ど
で
詠

ま
れ
る「
三
船
の
山
」が
こ
の
山
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

宮み
や
た
き
い
せ
き

滝
遺
跡
　　
吉
野
宮
跡
と
さ
れ
て
い
る
遺
跡
で
す
。

　
矢や

じ治
峠　
　

壬
申
の
乱
の
時
、
宮
滝
を
出
発
し
た
大
海

人
皇
子
が
津
振
川
に
向
か
っ
て
越
え
た
峠
と
さ
れ
ま
す
。

梁や
な
せ瀬　

　
『
万
葉
集
』
巻
３
・386

な
ど
で
歌
わ
れ
て

い
る
、
漁
師
と
仙
女
が
出
会
っ
た
場
所
だ
と
伝
わ
り
ま

す
。
花
籠
神
社
の
あ
た
り
の
川
辺
を
さ
し
ま
す
。
ま
た
、

菜
摘
を
流
れ
る
吉
野
川
は
、
菜
摘
川
と
も
呼
ば
れ
た
よ

う
で
、
こ
の
名
前
も
『
万
葉
集
』
な
ど
で
み
ら
れ
ま
す
。

　
夢
の
わ
だ　
　
『
万
葉
集
』
巻
３
・335

な
ど
、
大
伴

旅
人
ら
葉
歌
人
が
歌
を
詠
ん
だ
と
伝
わ
る
場
所
で
す
。

　
吉よ
な
ば
り

魚
張
山
（
船ふ
な
ば
り張

山
）　　
『
万
葉
集
』
巻
10
・2207

の
歌
「
…
吉
隠
の
夏
身
の
上
に
時
雨
降
る 

ら
し
」
に
あ

る
吉
隠
が
、
こ
の
山
だ
と
伝
わ
り
ま
す
。（
諸
説
あ
り
）

【
国
栖
】

犬い
ぬ
づ
か塚　

　

大
海
人
皇
子
を
追
い
か
け
て
き
た
「
嗅か

ぐ
鼻
」

の
犬
を
、
国く

ず栖
の
翁

お
き
な
は
あ
や
し
い
犬
だ
と
殺
し
て
し
ま

い
ま
す
。
後
に
、
こ
の
犬
は
大
海
人
の
愛
犬
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
場
所
に
葬
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

嬉う
れ（
る
）し
と
う
げ

し
峠　
　

大
海
人
皇
子
が
通
っ
た
峠
と
い
い
ま
す
。

片か
た
は
ら
ぶ
ち

腹
淵　
　

国
栖
の
翁
が
献
上
し
た
鮎

を
、
大
海
人
皇
子
が
片
身
だ
け
食
し
、
残
り
を
こ
の
淵

に
投
げ
入
れ
た
と
こ
ろ
、
片
身
の
鮎
が
泳
ぎ
だ
し
た
と

伝
わ
り
ま
す
。

衣き
ぬ
が
さ笠

山　
　

大
海
人
皇
子
が
、
今
の
浄
見
原
神
社
の
あ

る
場
所
で
数
日
、
身
を
潜
め
て
お
ら
れ
た
と
き
、
天
女

が
舞
い
降
り
、
こ
の
山
に
衣
を
か
け
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

浄き
よ
み
は
ら

見
原
神
社　
　

大
海
人
皇
子
が
国
栖
の
翁
た
ち
に

匿か
く
まわ
れ
た
、
と
い
う
場
所
に
た
つ
神
社
で
す
。
今
日
も
、

宮
中
で
奉
奏
し
た
国
栖
奏
を
旧
暦
正
月
14
日
に
、
こ
の

神
社
で
行
っ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
天
武
天
皇
で
す
。

御ご
り
ょ
う霊

神
社　
　

大
海
人
皇
子
を
救
っ
た
国
栖
の
翁
を
ま

つ
る
神
社
で
す
。
犬
塚
の
一
件
が
あ
っ
た
た
め
、
今
も

犬
塚
の
あ
る
窪
垣
内
で
は
犬
を
飼
い
ま
せ
ん
。
こ
の
御

霊
神
社
で
も
、
狛
犬
が
置
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
。　

入し
お
の野

峠　
　

壬
申
の
乱
の
時
、
吉
野
宮
を
出
発
し
た
大

海
人
皇
子
が
津
振
川
に
向
か
っ
て
進
ん
だ
と
さ
れ
ま
す
。

ジ
ジ
河
原
・
バ
バ
河
原　
　

国
栖
に
逃
れ
た
大
海
人

皇
子
を
、
国
栖
の
翁
が
船
の
下
に
匿
っ
た
場
所
だ
と
伝

わ
り
ま
す
。
皇
子
の
隠
れ
る
船
を
嗅
ぎ
ま
わ
っ
た
、
敵

方
の
「
嗅
ぐ
鼻
」
の
犬
は
、
こ
の
場

所
で
翁
に
殺
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
司し

ば馬
の
野　
　
『
万
葉
集
』
巻
10
・

1919

の
歌
に
あ
る
地
名
で
す
。
吉
野

町
国
栖
（
も
と
は
野
々
口
）
の
辺
り

に
あ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。　


